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コロナウイルス支援策関連

産業界の活力で新相模原を創出
会員とともに行動、変革、そして未来へ
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TOPICS
資
金
繰
り
支
援
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
の
方
々
へ
の

信
用
保
証
制
度
、
融
資
制
度
の
両
面
か
ら

の
主
要
な
資
金
繰
り
支
援
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別
貸

付
　

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
を
受
け
業

況
が
悪
化
し
た
事
業
者
に
対
し
、
融
資
枠

別
枠
の
制
度
を
創
設
。
信
用
力
や
担
保
に

依
ら
ず
一
律
金
利
と
し
、
融
資
後
３
年
間

ま
で
０
・
９
％
の
金
利
引
き
下
げ
を
実
施
。

据
置
期
間
は
最
長
５
年
。

■
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
、
５
号

　

４
号
：
幅
広
い
業
種
で
影
響
が
生
じ

て
い
る
地
域
に
つ
い
て
別
枠
（
最
⼤
２
・

８
億
円
）で
融
資
額
に
対
す
る
１
０
０
％

保
証
。（
売
上
高
が
前
年
同
期
比
▲
20
％

以
上
減
少
等
の
場
合
）

　

５
号
：
特
に
重
⼤
な
影
響
が
⽣
じ
て
い

る
業
種
に
つ
い
て
、
別
枠（
最
⼤
２・８
億

円
）で
融
資
額
に
対
す
る
80
％
保
証
。（
売

上
高
が
前
年
同
期
比
▲
５
％
以
上
減
少
等

の
場
合
）

■
危
機
関
連
保
証

　

全
国
・
全
業
種
の
事
業
者
を
対
象
に
、

別
枠
（
最
大
２
・
８
億
円
）で
融
資
額
に
対

す
る
１
０
０
％
保
証
。（
売
上
高
が
前
年

同
月
比
▲
15
％
以
上
減
少
の
場
合
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

経
営
支
援
課

�

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
５

雇
用
調
整
助
成
金
個
別
相
談
会

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
で
影
響
を
受
け
て
い
る
事

業
者
の
方
を
対
象
に
、
現
雇
用
調
整
助
成

金
等
の
支
給
申
請
に
関
わ
る
手
続
き
に
つ

い
て
の
個
別
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
雇

用
調
整
助
成
金
等
の
支
給
申
請
を
検
討
さ

れ
て
い
る
事
業
所
の
方
は
、
是
非
こ
の
機

会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
事
前
予

約
の
み
と
な
り
ま
す
。（
申
込
順 

１
事
業

所
１
時
間
以
内
）

　

相
談
日
は
、
左
記
日
程
表
の
と
お
り

　

相
談
時
間
は
13
時
～
17
時（
１
日
４
コ
マ
）

【
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
予
約
先
】

　

産
業
振
興
課

�

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
６

4 月
13日㈪・20日㈪
27日㈪

5 月
11日㈪・18日㈪・
25日㈪

6 月
1 日㈪・8日㈪・
15日㈪・22日㈪・
29日㈪

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
支
援

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
集
計
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

が
企
業
活
動
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

「
既
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
出
て
い
る
」が

43
・
２
％
、「
今
後
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
」が
42
・
２
％
と
、

実
に
85
％
以
上
の
方
が
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

を
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に「
飲
食
宿
泊
業
」

「
金
融
保
険
業
」が
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
多
く

受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

前
年
同
期
間
と
比
較
し
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
後
の
売
り
上
げ
に

新型
コロナウイルス
感染症の拡大が
企業活動に与える
影響について

43.2%

42.2%

0.7%
7.5%

4.9%
1.5%

■ 既にマイナスの影響が出ている ■ 今後マイナスの影響が生じる可能性がある
■ プラスの影響が出ている ■ 今後プラスの影響が生じる可能性がある
■ 影響はない ■ わからない

つ
い
て
は
、５
割
近
く
が「
減
少
の
見
込
み
」

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
業
種
別
で
は

「
飲
食
宿
泊
業
」、「
交
通
運
輸
業
」、「
不
動

産
業
」が
高
く
、
減
少
幅
は
２
～
３
割
と
感

じ
て
い
る
方
が
全
体
の
約
５
割
で
し
た
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
に
対
す
る

対
策
と
し
て
は
「
コ
ス
ト
削
減
」（
29
・

６
％
）、「
金
融
機
関
等
へ
の
資
金
繰
り
相

談
」（
26
・
０
％
）と
の
回
答
の
ほ
か
、「
そ

の
他（
無
回
答
を
含
む
）
」が
44
・
４
％
と

多
く
、
対
応
策
が
見
い
だ
せ
て
い
な
い
状

況
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
当
商
工
会
議
所

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
相
模
原
市

や
日
商
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
さ
ら
な
る
経
済
対
策
や
資
金
繰
り
等

支
援
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

自由意見（一部抜粋）
・�無担保の貸付より、中小企業に対する補助をお願い
したい（飲食宿泊業）
・�銀行、リース会社など、半年間の支払いストップ又は、
据え置き（飲食宿泊業）
・�資金繰りと人材不足が考えられるので、相談、対応
をお願いしたい（商業）
・�中小企業への緊急補助金支援の手を早く打って欲し
い（サービス業）
・�リース及び借入の繰延100％補償、最低 6か月がある
とありがたいです。又、資金使途の柔軟性を求めます。
（サービス業）
・減税、社会保険料の減免、助成金（工業）
・�現在の融資の返済を 1 年～ 2 年間、金利のみ位の緩
和策をお願いします（建設業）
・�各業種・業態に即した支援策、特に資金・金融面の
支援・助成（不動産業）
・�マスク、消毒液等の衛生商品の配布（商業、サービ
ス業、交通運輸業、工業）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
に
つ
い
て

85
％
以
上
の
方
が

マ
イ
ナ
ス
の
影
響

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
期
間
：
令
和
２
年
３
月
17
日
～
24
日

ア
ン
ケ
ー
ト
送
信
数
：
２
７
２
８
件

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
：
４
１
２
件

回
収
率
：
15
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
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当
商
工
会
議
所
は
３
月
10

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
経
済
対
策
に
関
す

る
緊
急
要
望
を
取
り
ま
と
め
、

本
村
賢
太
郎
相
模
原
市
長
に
提

出
し
ま
し
た
。
今
後
、
日
商
な

ど
の
関
係
団
体
と
連
携
し
、
国

県
市
の
議
員
等
に
働
き
か
け
て

ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
世
界
的
に
広
が
る
中
、
経

済
分
野
で
は
部
材
調
達
の
遅
れ

に
よ
る
資
金
繰
り
の
悪
化
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
助
成

金
や
無
利
子
・
無
担
保
融
資
と

い
っ
た
資
金
繰
り
支
援
な
ど
の

さ
ら
な
る
拡
充
、
事
業
継
続
支

援
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
維

持
に
向
け
た
対
応
な
ど
、
積
極

的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
、

以
下
を
要
望
し
ま
し
た
。

▽�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
特
別
対
策
融
資
制
度
の
創

設
▽�

市
中
小
企
業
融
資
制
度
に
係

る
借
入
条
件
変
更
の
事
業
者

に
対
す
る
利
子
補
給
の
継
続

▽�

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資

金
（
マ
ル
経
）に
係
る
市
利

子
補
給
の
継
続

他
２
項
目

　

要
望
書
は
当
商
工
会
議

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
内
→ 

情
報
→
提
言
・

要
望
活
動
（
令
和
元
年
度
）で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　
実
効
性
あ
る
経
済
対
策
を

　

本
村
市
長
へ
の
緊
急
要
望
活

動
に
続
き
、
３
月
16
日
に
は
、

当
所
会
頭
室
で
杉
岡
芳
樹
会
頭

と
あ
か
ま
二
郎
衆
議
院
議
員
、

河
本
文
雄
県
議
会
議
員
、
中
村

ま
さ
は
る
市
議
会
議
員
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
経
済
対
策
等
に
つ
い
て
、

緊
急
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

会
談
で
杉
岡
会
頭
は
「
時
間

の
経
過
と
と
も
に
企
業
活
動
へ

の
打
撃
が
甚
大
さ
を
増
し
て
い

る
。
市
内
経
済
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、
実
効

性
の
あ
る
経
済
対
策
を
迅
速
に

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
当

所
は
相
模
原
市
と
引
き
続
き
緊

密
に
連
携
し
な
が
ら
資
金
繰
り

や
雇
用
助
成
金
の
支
援
な
ど
の

経
済
対
策
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

当
商
工
会
議
所
は
３
月
25

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
る
企
業
経
営
へ

の
影
響
を
受
け
て
、
市
内
中
小

企
業
を
対
象
と
し
た
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
支

援
施
策
セ
ミ
ナ
ー
」を
小
田
急

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
相
模
大

野
で
緊
急
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
計
91
名
が
参
加
。
感

染
症
対
策
と
し
て
、
少
人
数
制

に
よ
る
複
数
回
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
政
府
系
金

融
機
関
の
日
本
政
策
金
融
公
庫

厚
木
支
店
と
、
神
奈
川
県
信
用

保
証
協
会
厚
木
支
店
の
担
当

者
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
、
緊
急
発
動
し
て
い
る
融

資
制
度（
無
利
子
・
無
担
保
融

資
や
マ
ル
ケ
イ
融
資
の
金
利
引

き
下
げ
）、
保
証
制
度（
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
・
貸
し
付
け
）

な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
瑞
穂
事
務
所
代
表
の

岩
谷
房
雄
社
会
保
険
労
務
士
か

ら
、
厚
生
労
働
省
関
連
助
成
金

制
度
（
雇
用
調
整
助
成
金
、
小

学
校
の
臨
時
休
業
に
伴
う
支

援
、
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
支
援
）

な
ど
の
解
説
も
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
商
工
会
議
所
で

は
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
申
請

を
検
討
し
て
い
る
事
業
者
を
対

象
に
、
４
月
１
日
よ
り
個
別
相

談
会（
予
約
制
・
毎
週
月
曜
日
）

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

　

詳
し
く
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

https://www.sagamihara-
cci.or.jp

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

�

緊
急
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
＆

�

個
別
相
談
会
を
ス
タ
ー
ト

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
で

経
済
対
策
を
強
く
要
望

あかま議員に経済対策の早期実施を要請する杉岡会頭（左側）

解説する瑞穂事務所代表の岩谷氏

本村市長（中央）に要望した当所役員
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当
商
工
会
議
所
と
相
模
原
市
に
は
、
中

小
も
の
づ
く
り
企
業
が
活
用
で
き
る
支
援

メ
ニ
ュ
ー
が
盛
り
だ
く
さ
ん
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
今
す
ぐ
利
用
を
検
討
で

き
る
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

■
技
術
指
導・技
能
承
継
の
相
談
を
し
た
い

　
〈
技
術
専
門
家
派
遣（
市
委
託
事
業
）〉

　

集
合
研
修
で
は
な
く
、
自
社
で
直
接
指

導
を
受
け
た
い
。
実
際
に
工
場
の
現
場
で

具
体
的
な
指
導
を
受
け
た
い
。
そ
ん
な
時

は
相
模
原
商
工
会
議
所
の
〝
技
術
専
門
家

派
遣
〟を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
貴
社
の
ご

要
望
を
お
伺
い
し
た
上
で
、
最
適
な
技
術

専
門
家
を
派
遣
し
ま
す
。

　《
派
遣
事
例
》

▽
機
械
図
面
の
読
み
方
出
張
講
座

▽
大
型
塗
装
部
品
の
吊
り
方
・
塗
り
方

▽
ベ
テ
ラ
ン
退
職
時
の
技
能
承
継
支
援

※�

１
回
２
時
間
、
１
企
業
あ
た
り
２
回
ま

で
の
専
門
家
派
遣
が
無
料
で
す
（
複
数

社
に
よ
る
共
同
申
請
の
場
合
、
企
業
数

×
２
が
派
遣
回
数
と
な
り
ま
す
）。

◇�

お
問
い
合
わ
せ
＝
０
４
２
－
７
５
３
－

８
１
３
６（
産
業
振
興
課
）

■「�

カ
イ
ゼ
ン
や
Ｉ
Ｔ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
導
入
に

取
り
組
み
た
い
」

　
〈
ス
マ
ー
ト
も
の
づ
く
り
応
援
隊
派
遣
〉

　

現
場
カ
イ
ゼ

ン
に
向
け
た
人

材
育
成
や
、
カ
イ

ゼ
ン
活
動
の
伴

走
支
援
、
Ｉ
Ｔ
・

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
導
入

支
援
は
「
さ
が
み
は
ら
ス
マ
ー
ト
も
の
づ

く
り
応
援
隊
」を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

得
意
分
野
の
異
な
る
６
名
の
専
門
家

が
、
貴
社
の
課
題
を
明
確
に
し
、
解
決
策

を
ご
提
案
し
ま
す
（
相
談
内
容
に
応
じ
、

さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
協
議

会
、
さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
ま
す
）。

◇
お
問
い
合
わ
せ
＝
０
４
２
－
７
５
３
－

８
１
３
６（
産
業
振
興
課
）

■「
自
動
化
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
」

　
〈�

さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
セ

ン
タ
ー
〉

　
「
さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
セ

ン
タ
ー
」で
は
、
生
産
性
向
上
を
図
る
企

業
の
皆
様
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

相
模
原
の
市
内
外
を
問
わ
ず
、
自
動
化
に

関
す
る
相
談
は
無
料
。
市
内
ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ

Ｉ
ｅ
ｒ
企
業
な
ど
と
連
携
し
て
お
り
、
自

動
化
シ
ス
テ
ム
の
具
現
化
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
生
産
技
術
者
や
ロ
ボ
ッ
ト
エ
ン

ジ
ニ
ア
向
け
セ
ミ
ナ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｉ

ｅ
ｒ
人
材
向
け
養
成
講
座
、
ロ
ボ
ッ
ト
関

連
の
先
端
技
術
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
企
画
し

て
い
ま
す
。

　

是
非
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
セ
ン
タ
ー
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◇�

お
問
い
合
わ
せ
＝
０
４
２
－
７
０
３
－

０
１
８
１
（
さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
導

入
支
援
セ
ン
タ
ー
）

■「
作
業
現
場
の
自
動
化
に
取
り
組
み
た
い
」

　
〈�

相
模
原
市
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
補

助
金
〉

　

相
模
原
市
で
は
、
市
内
に
お
い
て
生
産

性
の
向
上
を
図
る
事
業
者
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
の

競
争
力
強
化
を
推
進
す
る
た
め
、「
相
模

原
市
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
補
助
金
」を

公
募
予
定
で
す
。
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
導

入
を
ご
検
討
の
方
は
ご
利
用
を
。

　
【
公
募
開
始
】５
月
頃

　
【
事
業
期
間
】７
月
～
翌
年
３
月
中
旬

　
【
採
択
件
数
】５
件
程
度

　
【
補
助
率
】�産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に

要
す
る
経
費
の
２
／
３
以

内（
中
小
企
業
の
場
合
）

　
【
補
助
上
限
額
】１
０
０
０
万
円

※
詳
細
は
公
募
情
報
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

◇�

お
問
い
合
わ
せ
＝
０
４
２
－
７
６
９
－

８
２
３
７（
相
模
原
市
産
業
支
援
課
）

■「�

ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
の		



パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
た
い
」

　
〈
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
コ
ン
ソ
〉

　

さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
協
議

会
の
分
科
会
活
動
「
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス

推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」で
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
る
た
め

の
マ
ッ
チ
ン
グ
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
か
ら
開
発
企
業
ま

で
異
な
る
得
意
分
野
を
持
つ
協
議
会
会
員

企
業
が
貴
社
の
パ
ー
ト
ナ
ー
候
補
と
な
り

ま
す
。

　
マ
ッ
チ
ン
グ
会
の
進
め
方

▽
貴
社
の
ご
要
望
等
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン

▽
意
見
交
換
会（
飲
食
形
式
）

▽
ア
ン
ケ
ー
ト

　

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
て
パ
ー
ト

ナ
ー
を
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
＝
０
４
２
－
７
５
３
－

８
１
３
６
（
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会

事
務
局
）

■「�

ア
イ
デ
ア
を
基
に
研
究
開
発
に		

取
り
組
み
た
い
」

　
〈
相
模
原
市
中
小
企
業
研
究
開
発
補
助
金
〉

　

相
模
原
市
で
は
、
市
内
中
小
企
業
者
の

新
製
品
・
新
技
術
開
発
や
新
分
野
進
出
を

支
援
す
る
た
め
「
相
模
原
市
中
小
企
業
研

究
開
発
補
助
金
」を
公
募
予
定
で
す
。

　

研
究
テ
ー
マ
を
お
持
ち
の
方
は
ご
利
用

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
【
公
募
開
始
】５
月
頃

　
【
事
業
期
間
】６
月
下
旬
～
翌
年
３
月

　
【
採
択
件
数
】３
～
４
件
程
度

　
【
補
助
率
】�研
究
開
発
に
要
す
る
経
費

の
１
／
２
以
内

　
【
補
助
上
限
額
】�２
０
０
万
円
（
産
学
連

携
枠
や
行
政
課
題
対

応
枠
は
３
０
０
万
円
）

※
詳
細
は
公
募
情
報
を
お
待
ち
下
さ
い
。

◇�

お
問
い
合
わ
せ
＝
０
４
２
－
７
６
９
－

８
２
３
７（
相
模
原
市
産
業
支
援
課
）

　

な
お
、
各
支
援
施
策

に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
企
業
が
活
用
で
き
る
！

支
援
制
度
の
ご
紹
介



6SAGAMIHARA CHAMBER of COMMERCE and INDUSTRY.  2020.4

TOPICS
　
当
商
工
会
議
所
は
３
月
27
日
、
小

田
急
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
相
模

大
野
で
、「
第
94
回
通
常
議
員
総
会
」

を
開
催
（
出
席
議
員
１
３
１
名
、
う

ち
委
任
状
出
席
76
名
）し
ま
し
た
。

当
日
は
、
参
加
者
全
員
が
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
予
防
策
を
講
じ
た
の

ち
、
議
事
進
行
が
は
か
ら
れ
、
定
款

の
一
部
改
正
や
令
和
２
年
度
事
業

計
画
（
案
）並
び
に
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
（
３
会
計
）の
収
支
予

算
（
案
）に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
、
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
創
立
50
周
年（
令
和
５
年
度
）

５
０
０
０
会
員
を
目
指
し
、
役
職
員
が
一

体
と
な
っ
た
会
員
拡
大
を
図
る
「
会
員
拡

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
企
業
誘
致
に
か
か

わ
る
行
政
と
の
懇
談
会
の
開
催
や
国
際
的

な
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
な
ど
の
形
成

促
進
の
た
め
の
「
企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
そ
れ
ぞ
れ
展
開
し
ま
す
。

　

新
規
事
業
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

主
要
事
業
計
画（
議
案
第
２
号
関
連
）

（
１
）�２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開

（
２
）�意
見
要
望
並
び
に
政
策
提
言
活
動

の
強
化

（
３
）�中
小
・
小
規
模
事
業
者
等
の
成
長

力
支
援
の
拡
充
・
強
化

（
４
）�中
小
企
業
等
の
総
合
的
な
人
材
対

策
事
業
の
推
進

（
５
）�新
た
な
需
要
開
拓
や
販
路
拡
大
に

関
す
る
事
業
の
強
化

（
６
）�都
市
力
の
強
化

（
７
）�会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
会
員

交
流
事
業
の
拡
充
・
強
化

（
８
）そ
の
他
特
定
事
業

各
会
計
予
算（
議
案
第
３
～
６
号
関
連
）

杉
岡
会
頭
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
世
界

的
に
拡
大
し
て
お
り
、
本
市
に
お
き
ま
し

て
も
、
複
数
の
方
の
陽
性
が
確
認
さ
れ
る

な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

を
は
じ
め
、
学
校
や
産
業
会
館
等
の
施
設

の
臨
時
閉
鎖
、
あ
る
い
は
材
料
・
資
材
等

の
供
給
停
止
な
ど
、
過
度
な
自
粛
ム
ー
ド

に
よ
る
影
響
が
、
多
く
の
事
業
者
に
打
撃

を
与
え
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

当
商
工
会
議
所
と
し
ま
し
て
は
、
市
内

経
済
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
３
月
10
日
に
は
、相
模
原
市
に
対
し
て
、

中
小
・
小
規
模
企
業
の
資
金
繰
り
や
雇
用

維
持
等
の
支
援
に
か
か
る
緊
急
要
望
を
行

い
、
本
要
望
の
実
現
を
働
き
掛
け
る
と
と

も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

か
か
る
経
営
相
談
窓
口
の
開
設
や
支
援
策

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
な
ど
、

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
影
響
を

受
け
て
い
る
中
小
企
業
へ
の
支
援
に
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
目
下

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
わ

る
支
援
施
策
を
は
じ
め
、『
人
材
確
保
や

育
成
』、『
事
業
承
継
』、『
働
き
方
改
革
』、

『
Ｉ
Ｃ
Ｔ
投
資
や
設
備
投
資
』な

ど
の
課
題
解
決
に
向
け
た
さ
ら
な

る
支
援
を
基
本
方
針
に
掲
げ
、
事

務
局
機
能
の
強
化
に
も
取
り
組
み

な
が
ら
、
緊
急
度
や
重
要
性
が
高

い
中
小
企
業
へ
の
支
援
策
を
中
心

に
迅
速
に
事
業
展
開
を
は
か
っ
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

財
政
面
で
は
、
中
小
企
業
経
営

の
下
支
え
や
個
人
向
け
支
援
事
業

予
算
の
充
実
・
強
化
並
び
に
積
立

金
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
職
員

の
更
な
る
資
質
向
上
を
は
か
り
な

が
ら
事
務
局
機
能
を
強
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
も
安
定
的
な

財
政
運
営
を
継
続
し
、
政
令
指
定
都
市
に

ふ
さ
わ
し
い
商
工
会
議
所
と
し
て
、
会
員

と
と
も
に
行
動
、
変
革
を
重
ね
な
が
ら
、

産
業
界
の
活
力
で
人
や
企
業
に
選
ば
れ
る

新
し
い
相
模
原
を
創
出
す
る
た
め
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
第
１
号

　

定
款
の
一
部
改
正
に
係
る
内
容

　
（「
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に

係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
」の
可

決
に
よ
り
会
員
の
資
格
並
び
に
準
用
規
定

を
改
正
）

ス
感
染
症
で
影
響
を
受
け
る
事
業
者
へ
の

対
応
支
援
事
業
、
中
小
企
業
に
お
け
る
外

国
人
材
活
用
等
に
関
す
る
支
援
事
業
、
市

内
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
企
業
へ
の
就
職
支
援
事

業
、
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
」
）の
普
及
啓
発
事
業
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
事
業
承
継
な
ど
の
課
題

解
決
に
向
け
た
さ
ら
な
る
支
援
や
部
会
連

携
事
業
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
な
ど
の
会
員

参
加
型
事
業
も
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

主
要
事
業
計
画
及
び
各
会
計
の
予
算
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、次
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令和２年度

事
業
計
画・収
支
予
算
な
ど
を
承
認

�

第
94
回
通
常
議
員
総
会

あいさつする杉岡会頭



7 相模原商工会議所 会報  2020.4

TOPICS
主
要
事
業
計
画（
議
案
第
２
号
関
連
）

（
１
）�２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開

（
２
）�意
見
要
望
並
び
に
政
策
提
言
活
動

の
強
化

（
３
）�中
小
・
小
規
模
事
業
者
等
の
成
長

力
支
援
の
拡
充
・
強
化

（
４
）�中
小
企
業
等
の
総
合
的
な
人
材
対

策
事
業
の
推
進

（
５
）�新
た
な
需
要
開
拓
や
販
路
拡
大
に

関
す
る
事
業
の
強
化

（
６
）�都
市
力
の
強
化

（
７
）�会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
会
員

交
流
事
業
の
拡
充
・
強
化

（
８
）そ
の
他
特
定
事
業

各
会
計
予
算（
議
案
第
３
～
６
号
関
連
）

令和2年度
収入の部

令和2年度
支出の部

会費
28.8％

交付金
（補助金）

29.6％
交付金

（委託金）
5.7％

財政調整基金
取崩収入

3.8％
雑収入
0.3％

前年度繰越金
1.6％

一般事業費、
共済事業費

16.7％

委託事業費
5.7％

地域振興事業費
（補助対象）

8.4％

管理費
（給与費・福利厚生費）

48.5％

管理費
9.9％

積立金特別会計繰入金 3.0％
予備費 0.5％

退職給与積立金
2.6％

商工会館維持費
4.7％

事業収入
29.3％

特定商工業者
負担金
0.9％

令和２年度の事業計画（案）・収支予算（案）などを審議

令和２年度 予算総括表等
（単位：千円）

会　　 計　　名 令和 ２ 年度 令和元年度 比較増減（△）
１　一　般　会　計 421,230 443,700 △ 22,470
２　特　別　会　計 802,260 758,490 43,770
（１）特定退職金共済事業特別会計 525,110 495,160 29,950
（２）積立金特別会計 260,200 246,920 13,280
（３）退職給与積立金特別会計 16,950 16,410 540
合　　　　計（１＋２） 1,223,490 1,202,190 21,300
一般・特別会計重複分 27,710 28,560 △ 850
差 引 予 算 額 純 計 1,195,780 1,173,630 22,150

＜収入の部＞ （単位：千円）
№ 科　　目 令和 ２ 年度 令和元年度 比較増減（△）
1 会費 124,810 126,550 △ 1,740
2 特定商工業者負担金 3,820 3,820 0
3 交付金（補助金） 127,950 126,260 1,690
4 交付金（委託金） 24,500 26,250 △ 1,750
5 事業収入 127,030 124,150 2,880
6 雑収入 1,270 1,120 150
7 財政調整基金取崩収入 16,450 20,750 △ 4,300
8 前年度繰越金 7,000 26,000 △ 19,000

合　　計 432,830 454,900 △ 22,070
※共済掛金及び会計間の繰入金除く
※積立金特別会計、退職給与積立金特別会計を除く
＜支出の部＞ （単位：千円）
№ 科　　目 令和 ２ 年度 令和元年度 比較増減（△）
1 一般事業費、共済事業費 72,450 81,590 △ 9,140
2 委託事業費 24,500 26,250 △ 1,750
3 地域振興事業費（補助対象） 36,520 36,420 100
4 管理費（給与費・福利厚生費） 209,700 217,010 △ 7,310
5 管理費 42,880 46,470 △ 3,590
6 商工会館維持費 20,380 20,360 20
7 退職給与積立金 11,200 11,600 △ 400
8 積立金特別会計繰入金 13,000 13,000 0
9 予備費 2,200 2,200 0

合　　計 432,830 454,900 △ 22,070
※維持費の中に商工会館修繕費含む
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当
商
工
会
議
所
は
経
済
産
業
省
の
採
択

を
受
け
、「
ス
マ
ー
ト
も
の
づ
く
り
応
援

隊
事
業
」を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
「
指
導
者
育
成
ス
ク
ー
ル

事
業
」と
「
現
場
派
遣
事
業
」で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
小
企
業
の
生
産
性
の
向
上

支
援
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）や
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
支
援
を
目
的
に

指
導
者
を
育
成
。
さ
ら
に
、
育
成
し
た
指

導
者
を
中
小
企
業
に
派
遣
す
る
事
業
で
す
。

　

こ
の
う
ち
「
指
導
者
育
成
ス
ク
ー
ル
事

業
」で
は
、
経
験
豊
富
な
も
の
づ
く
り
企

業
の
社
員
や
、
支
援
経
験
が
豊
か
な
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
を
対
象
に
養
成
講
座
を
開

催
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
、
カ

イ
ゼ
ン
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
導
入
支
援
に

関
す
る
内
容
で
、
昨
年
度
は
９
名
が
参

加
。
自
社
や
地
域
企
業
の
生
産
性
向
上

の
た
め
に
全
12
回
、
半
年
間
に
わ
た
る

講
座
を
熱
心
に
受
講
し
て
き
ま
し
た
。

　

３
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
成
果
報

告
会
で
は
、
現
場
実
習
を
受
け
入
れ
た

企
業
に
対
し
、
受
講
生
が
２
チ
ー
ム
に

分
か
れ
、
具
体
的
な
カ
イ
ゼ
ン
提
案
を

プ
レ
ゼ
ン
形
式
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
後
は
実
習
企
業
と
の
意
見

交
換
や
、
識
者
に
よ
る
講
評
が
あ
り
ま

し
た
。
青
山
学
院
大
学
の
松
本
俊
之
教

授
は
、「
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
十
分

に
発
揮
で
き
た
と
思
う
」と
評
価
。
そ

の
う
え
で「
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
に
よ
る
〝
見

え
る
化
〟は『
道
具
』で
な
く
て
は
い
け

な
い
。
見
え
る
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
ベ
ー

ス
に
従
業
員
主
体
で
カ
イ
ゼ
ン
策
を
考

え
、
社
内
の
業
務
を
平
準
化
し
て
い
く
視

点
が
重
要
」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
修
了
式
で
は
、
受
講
者
全
員

が
要
件
を
満
た
し
、
修
了
証
書
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
と
も
に
教
え

合
い
学
び
合
う
」と
の
精
神
で
進
め
て
き

た
養
成
講
座
は
実
り
あ
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
修
了
生
は
今
年
度
の
ス
マ
ー
ト

も
の
づ
く
り
応
援
隊
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ

り
、
企
業
の
生
産
性
向
上
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

相
模
原
市
と
当
商
工
会
議
所
で
は
、
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
の
開
発
を
通
じ
て
、
日
常
生

活
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
利
活
用
促
進
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
６
月
よ
り
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

が
開
発
し
て
い
る
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｈ
Ｓ
Ｒ
（Human Support Robot

）
」

の
実
用
化
に
向
け
た
共
同
研
究
が
、
市
内

企
業
を
中
心
と
し
た
「
さ
が
み
は
ら
Ｈ
Ｓ

Ｒ
社
会
実
装
研
究
会
」に
お
い
て
ス
タ
ー

ト
。
令
和
元
年
度
は「
社
会
福
祉
法
人 

山

久
会
」の
協
力
を
得
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
及
び
実
証
実
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
開
発
テ
ー
マ
は
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
健
康
状
態
の
確
認
を

支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
が
、
そ
の

開
発
成
果
報
告
と
し
て
、
３
月
18
日
に
高

齢
者
施
設
で
の
活
用
を
想
定
し
て
「
さ
が

み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
セ
ン
タ
ー

（
㈱
さ
が
み
は
ら
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

内
）
」に
お
い
て
、
実
証
実
験
・
成
果
報

告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
介
護
ス
タ
ッ
フ

が
利
用
者
の
脈
拍
・
体
温
な
ど
を
測
定
し

た
う
え
で
、そ
の
日
の
過
ご
し
方（
入
浴
、

運
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）を
決

定
し
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
介
護

ス
タ
ッ
フ
は
限
ら

れ
て
お
り
、
日
々

の
測
定
作
業
に
は

相
応
の
負
担
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
Ｈ
Ｓ
Ｒ
が
保
有
す
る
自
律
移

動
・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
制
御
の
機
能
に
加
え

て
、
サ
ー
モ
カ
メ
ラ
や
非
接
触
の
セ
ン
サ

を
実
装
す
る
こ
と
で
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
の

測
定
作
業
の
支
援
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
19
名
の
関
係
者
が
見
守
る
中
、

実
証
実
験
・
成
果
報
告
会
が
行
わ
れ
、
新

た
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
シ
ー
ン
の
提
案

に
、
今
後
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
社
会
実
装
に
対

す
る
期
待
感
が
膨
ら
む
事
業
と
な
り
ま
し

た
。

〈スマートものづくり応援隊スクール事業〉
全9名が修了し
今年度の派遣専門家に登録

ロ
ボ
ッ
ト
が

高
齢
者
の
体
調
を
確
認
!?

Ｈ
Ｓ
Ｒ
社
会
実
装
研
究
会
が
実
証
実
験

修了式後の記念撮影

非接触で体温・脈拍を測定するHSR
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―
老
舗
の
中
華
料
理
店

と
し
て
、
地
元
で
根
強
い
人

気
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
「
今
年
で
40
周
年
に
な
り

ま
す
が
、
時
代
の
流
れ
に
合

わ
せ
、
提
供
す
る
メ
ニ
ュ
ー

を
変
え
て
い
ま
す
。
店
で
は
五
目
か
け
ご

飯
な
ど
の
五
目
系
が
人
気
で
す
が
、
そ
の

ほ
か
に
も
季
節
限
定
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
他
店
と
比
べ
て
も
、
野
菜
を

多
く
使
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。以
前
、

お
客
さ
ん
か
ら
『
こ
の
時
期
は
何
が
お
い

し
い
で
す
か
』と
、
料
理
に
つ
い
て
質
問

を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
考
え
て

み
た
ら
、
中
華
料
理
は
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
い
ま
す
。
そ
こ
で
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の

資
格
を
取
得
し
ま
し
た
」

　
―
店
長
に
な
る
ま
で
の
経
緯
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
「
学
校
卒
業
後
、
東
京
・
渋
谷
の
中
華

料
理
店
で
修
行
し
、
20
代
半
ば
で
父
が
経

営
す
る
こ
の
店
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
店
で
働
く
両
親
の
背
中
を

見
て
い
ま
し
た
し
、
何
よ
り
も
実
家
が
中

華
料
理
店
で
す
。
他
の
人
と
比
べ
て
、
お

い
し
い
料
理
を
食
べ
る
機
会
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
経
験
を
す
る
う
ち
に

『
自
分
で
も
お
い
し
い
料
理
を
作
っ
て
み

た
い
』と
思
う
よ
う
に
な
り
、
こ
の
道
に

入
り
ま
し
た
。
中
華
料
理
は
奥
が
深
い
で

す
。
本
場
・
中
国
で
も
四
川
、
北
京
、
上

海
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
料
理
が
異
な
る

よ
う
に
、
同
じ
食
材
で
も
何
種
類
も
の
調

理
方
法
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
研
究
も
欠

か
せ
ま
せ
ん
」

　
―「
女
子
大
通
り
商
工
振
興
会
」の
会

長
を
務
め
る
な
ど
、
地
域
活
動
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
相
模
大
野
で
商
売
を
や
っ
て
い
る
以

上
は
、
人
が
た
く
さ
ん
来
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
個
店
が
ど
ん
な

に
頑
張
っ
て
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
よ
く

大
手
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
と
個
店
の
違
い
は

何
か
と
考
え
ま
す
が
、
大
手
に
は
数
多
く

の
人
材
、
そ
れ
に
部
署
が
あ
る
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
点
、

個
店
で
す
と
、
自
分
た
ち
で
全
部
を
や
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
個
店

同
士
が
連
携
す
れ
ば
、
点
と
点
が
『
線
』

に
な
り
、
や
が
て『
面
』に
な
り
、
人
を
呼

び
込
む
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
は
ず
で
す
」

　
―
市
内
飲
食
業
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
出
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

中
で「
連
携
」を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
「
は
い
。
会
社
関
係
の
宴
会
が
軒
並
み

キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
た
り
、
外
国
人
観
光

客
の
来
店
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
り
と
、
周
辺

の
店
に
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
の
が
個

店
・
飲
食
店
の
強
み
で
も
あ
り
ま
す
。

他
の
商
店
街
（
相
模
大
野
北
口
商
店
会
、

相
模
大
野
銀
座
商
店
街
、
相
模
大
野
南

新
町
商
店
街
）と
連
携
し
、
参
加
店
を
募

り
、
個
店
の
サ
ー
ビ
ス
を
宣
伝
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
参
加
店
が

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
を
発
信
、
協

力
し
て
拡
散
す
る
の
も
手
で
す
。
個
店

同
士
が
協
力
す
る
こ
と
で
、
や
が
て『
面
』

の
力
に
な
る
と
思

い
ま
す
」

中国料理　昌龍飯店店長
女子大通り商工振興会会長

河内 文雄さん

健康中華の人気店
地域活動にも奔走
「個店が協力し“面の力”を」

　小田急線・相模大野駅近く
にある中国料理　昌龍飯店
（南区相模大野 ５ -28-13）は、
今年11月で創業40周年を迎え
ます。親子二代にわたり暖簾
（のれん）を守っている地元の
名店です。第 ９ 回相模原お店
大賞でも大賞（飲食部門）を受
賞しています。ボリューム感
あるメニューや配達などが特
徴ですが、 ２ 代目の河内文雄
店長は、中華料理でふんだん
に使用する野菜の大切さを考
え、「野菜ソムリエ」の資格を
取得。旬の野菜を使った健康
志向のメニューを次々と考案
しています。一方、河内店長
は地元の「女子大通り商工振
興会」の会長も務め、地域活動
に多大な貢献をしています。
今回は同店を訪ねました。

TOP INTERVIEW



10SAGAMIHARA CHAMBER of COMMERCE and INDUSTRY.  2020.4

TOPICS

① 省エネアドバイザー派遣事業
　省エネに関する専門家を事業所に派遣し（最大 2回まで）、効果的な省エネ対策の
実施や下記の「地球温暖化対策計画書」の作成に関するアドバイスなどを行います。

② 地球温暖化対策計画書制度
　中小規模事業者の皆様に自主的かつ計画的に省エネ対策に取り組んでいただく
ため、二酸化炭素の削減目標や目標達成のための取組などに関する計画を策定し、
市へ提出することができる制度です。
　提出された計画書の概要は市ＨＰで公表し、計画書を提出した事業者の省エネ
対策・温暖化対策への積極的な取組を幅広く周知します。
（この制度は任意にご活用いただくもので、計画書の提出を義務付けるものではあ
りません。）

③ 省エネルギー設備等導入支援補助金
　省エネ対策や温暖化対策の一環として高効率な空調・照明設備への更新や太陽
光発電設備の導入などを実施する場合、その費用の一部（補助率3分の1以内、上
限７５万円）を助成します。
　※�補助金申請には、省エネアドバイザーを活用して作成した「地球温暖化対策

計画書」を市へ提出することが必要です。
　※補助対象経費の総額が３0万円以上の事業が対象となります。
　※申請受付は先着順となり、予算に達した時点で終了となります。

④ 地球温暖化防止支援資金
　省エネ設備等への切換や太陽光発電設備の導入など、地球温暖化の防止に有効
な設備等の導入の際に利用いただける低利な融資制度です。

　相模原市では、喫緊の課題である地球温暖化問
題の解決に向け、市民・事業者・市が協働しつつ
自ら積極的に温暖化対策に取り組むため、それぞ
れの役割や取り組むべき対策を定めた『相模原市
地球温暖化対策推進条例』を制定し、平成２５年 ４
月より施行しています。
　この条例に基づき、中小規模事業者の皆様の省
エネルギー対策等を促進するための支援事業を実
施します。経営改善と地球温暖化対策の推進のた
め、是非ご活用ください。

支援制度説明会の開催
　これらの支援制度に関する説明会を下記の
とおり開催しますので、制度の活用を検討さ
れている方は是非ご参加ください。
日　時： ４月２8日㈫　1４時～15時半
場　所：相模原市立環境情報センター　学習室
　　　　相模原市中央区富士見1-3-４１
申　込：�事業者名・出席者名・連絡先の電話

番号をFAXかE-Mailで市環境政策
課へ

（１事業者につき １名のご出席でお願いします)

申込先：相模原市環境政策課（担当：小磯、石川）
　FAX：042-754-1064
　E-Mail：kankyouseisaku@city.sagamihara.kanagawa.jp お問い

合わせ
②と③について　　　相模原市環境政策課� ☎042-769-8240
④について　　　　　相模原市産業支援課� ☎042-769-8237
①について　相模原商工会議所経営支援課� ☎042-753-8135

相模原市からの
お知らせです

中小規模
事 業 者 省エネルギー対策等支援事業のご案内

　

当
商
工
会
議
所
は
２
月
21
日
、「
理
工

系
留
学
生
合
同
企
業
説
明
会
」を
市
立
産

業
会
館
で
開
催
し
、
留
学
生
約
70
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
説
明
会
は
、
相
模
原
市
内
企
業
と

日
本
で
の
就
職
を
希
望
す
る
理
工
系
の
留

学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
目
的
と
し
た
初

め
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
㈱
明
晴
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
協
力
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
留
学
生
た
ち
は
、
母
国
の
理

工
系
大
学
を
卒
業
し
て
お
り
、
日
本
で
の

就
職
を
目
指
し
日
本
語
学
校
で
学
ん
で
い

ま
す
。
参
加
者
た
ち
は
企
業
ブ
ー
ス
を
回

り
、
担
当
者
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
企
業
の
工
場
見
学
や
求
人
の
応
募

に
つ
な
が
っ
た
学
生
も
多
く
、
中
小
企
業

に
と
っ
て
も
優
秀
な
理
系
外
国
人
材
を
見

極
め
、
採
用
に
つ
な
が
る
機
会
が
得
ら
れ

た
貴
重
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
商
工
会
議
所
は
2
月
19
、
20
、
21
の

３
日
間
、
市
内
製
造
業
な
ど
の
従
業
員
を

対
象
に
し
た
「
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
設
計

技
術
講
座
」を
相
菱
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

本
講
座
は
、

中
小
企
業
の
技

術
高
度
化
や
製

造
業
の
製
品
開

発
の
促
進
を
図

り
、
企
業
の
体

質
・
競
争
力
の

強
化
す
る
こ
と

が
目
的
で
す
。

「
中
小
製
造
業

技
術
者
育
成
支

援
事
業
」（
相
模
原
市
委
託
事
業
）の
一
環

で
も
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
求
職
者
支
援
訓
練
の
実
績
が

豊
富
な
相
菱
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
所
属

の
機
械
設
計
の
専
門
家
を
講
師
に
招
き
、

現
場
で
活
か
せ
る
実
践
的
な
内
容
を
実
習

し
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
参
加
者
か
ら
は
「
分
か
り
や

す
か
っ
た
」「
会
社
で
引
き
続
き
復
習
を

し
て
い
き
た
い
」と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

理工系留学生と
市内企業をマッチング

合同説明会を開催

会場の様子

３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
講
座
開
催

機
械
設
計
な
ど
の

技
術
高
度
化
を
促
進

当日の様子
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組
み
込
む
部
材
に
な
り
ま
す
。

　
■
日
産
の
全
車
種
に
活
用

　

自
動
車
部
品
の
世
界
で
は
、
プ
レ
ス
部

品
の
形
状
が
複
雑
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

金
型
の
構
造
も
複
雑
に
な
り
、
い
く
つ
も

の
部
材
を
組
み
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
同
社
で
は
、
そ
う
し
た
部
材
を
、
鋳

物
や
鋼
材
な
ど
の
材
料
か
ら
立
体
的
で
複

雑
な
三
次
元
形
状
に
機
械
加
工
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
工
場
で
は
年
間
数
千
種
類
に

及
ぶ
プ
レ
ス
金
型
用
部
材
を
手
掛
け
て
い

る
そ
う
で
す
。
い
ず
れ
も
１
～
２
年
先
に

投
入
予
定
の
新
型
車
生
産
に
使
用
す
る
プ

レ
ス
金
型
用
部
材
で
す
。同
社
の
技
術
は
、

市
場
に
流
通
す
る
日
産
車
の
全
車
種
（
一

部
は
仏
ル
ノ
ー
向
け
に
も
）に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
自
動
車
業
界
で
は
海
外
生
産
が

進
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、
高
以
良
社
長
は

「
現
地
企
業
で
で
き
な
い
複
雑
な
形
状
の

金
型
の
場
合
、
完
成
車
メ
ー
カ
ー
は
国
内

で
作
っ
て
持
っ
て
行
き
ま
す
」と
話
し
て

お
り
、
同
分
野
の
国
内
需
要
は
底
堅
い
と

三
次
元
形
状

に
仕
上
げ
ま

す
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
相

模
原
市
の
中
小

企
業
研
究
開
発

補
助
金
に
も
採
択

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
以
良
社
長
は
「
鋼
材
な
ど
の
硬
い
材

料
は
設
備
や
工
具
が
あ
れ
ば
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
柔
ら
か
い
材
料
を
機
械
で
切
削

す
る
の
は
難
し
い
で
す
し
、
こ
れ
ま
で
の

発
想
に
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」と
説

明
し
ま
す
。
量
産
で
な
く
少
量
多
品
種

の
軟
質
素
材
を
加
工
す
る
の
に
最
適
と

し
て
お
り
、
す
で
に
技
術
も
確
立
し
て
い

る
そ
う
で
す
。「
自
動
車
の
内
装
品
や
、

自
動
車
の
以
外
の
分
野
に
も
使
え
る
の

で
は
と
考
え
て
い
ま
す
」（
高
以
良
社
長
）

と
し
、
今
後
は
用
途
開
拓
を
進
め
て
い
く

そ
う
で
す
。

金型部材の精密加工で
自動車業界を支える
軟質素材の三次元形状加工も実現
コーワ機械㈱
代表取締役

高以良 勝義さん

し
て
い
ま
す
。

　
■
ノ
ウ
ハ
ウ
を
新
分
野
に

　

そ
ん
な
同
社
が
力
を
入
れ
始
め
た
の

が
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
機
械
加
工
の

技
術
を
駆
使
し
た
軟
質
素
材
の
加
工
で

す
。
既
存
の
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
で
ウ
レ

タ
ン
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
素
材
を
立
体
的
な

　
■
完
成
車
メ
ー
カ
ー
と
直

取
引

　

同
社
は
１
９
８
７
年
２
月

に
設
立
さ
れ
、
95
年
１
月
に

市
内
最
大
級
の
工
業
団
地

「
テ
ク
ノ
パ
イ
ル
田
名
」に

移
転
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

日
産
を
は
じ
め
、
日
産
車
体

や
日
産
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
、

さ
ら
に
は
い
す
ゞ
自
動
車
や

東
プ
レ
な
ど
の
大
手
企
業
が
取
引
先
に
名

を
連
ね
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
完
成
車
メ
ー

カ
ー
、
１
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
（
テ
ィ
ア
１
）

と
す
べ
て
直
取
引
を
し
て
い
ま
す
。

　

主
力
事
業
と
な
る
の
は
、
自
動
車
生
産

に
欠
か
せ
な
い
プ
レ
ス
加
工
時
の
金
型

（
プ
レ
ス
金
型
）の
部
材
の
加
工
・
生
産

で
す
。
プ
レ
ス
加
工
と
は
、
鉄
な
ど
の
板

（
材
料
）を
金
型
に
当
て
、
プ
レ
ス
加
工
機

で
荷
重
に
よ
る
圧
力
を
加
え
、
材
料
を
金

型
と
同
じ
形
状
に
す
る
加
工
法
を
指
し
ま

す
。
同
社
が
担
当
し
て
い
る
の
は
、
ド
ア

や
ル
ー
フ
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
な
ど
の
金
型
に

　コーワ機械㈱（中央区田
名塩田 １ -14-10）は、日本
が世界に誇る自動車産業
を支え続けています。同
社は自動車のボディパネ
ルなどの生産に欠かせな
いプレス金型用の部材を
加工・生産しています。
高
たか

以
い

良
ら

勝義社長は日産自
動車出身。日産との資本
関係はないものの、指定
外注先に選ばれるほど、
同社と信頼関係を構築し
ています。その一方で機
械加工の可能性も追求。
ウレタンフォームやポリ
エチレンフォームといっ
た「軟質素材」を三次元形
状に加工することにも挑
戦しています。

わが社のいち押し
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TOPICS

○�

ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務

検
定
っ
て
ど
ん
な
検

定
？

　

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て

業
務
の
リ
ス
ク
を
察
知

し
、
法
的
に
チ
ェ
ッ
ク

し
、
問
題
点
を
解
決
に

導
く
知
識
は
、
法
務
部

門
に
限
ら
ず
、
す
べ
て

の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

な
能
力
で
す
。
そ
の
た

め
の
基
礎
と
な
る
実
践

的
な
法
律
知
識
を
体
系

的
・
効
率
的
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
の
が
ビ
ジ

ネ
ス
実
務
法
務
検
定
試

験
で
す
。

○�

ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
検
定
試
験
を
多
く

の
企
業
が
採
用

　

今
、
多
く
の
企
業
が
「
倫
理
憲
章
」や

「
企
業
行
動
基
準
」を
策
定
し
、
企
業
自
ら

が
不
正
や
不
祥
事
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
検
定
試
験
を

企
業
内
で
の
推
奨
検
定
と
し
た
り
、
人
事

異
動
や
採
用
の
際
の
能
力
評
価
の
参
考
、

管
理
職
登
用
試
験
に
採
用
す
る
企
業
が
増

え
て
い
ま
す
。

○�

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
ャ
ー
検
定
っ
て
ど
ん

な
検
定
？

　

管
理
職
（
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）は
、
企
業
と

社
員
の
結
節
点
と
し
て
、「
経
営
ビ
ジ
ョ

ン
の
浸
透
」や
「
事
業
戦
略
の
策
定
・
遂

行
」、「
チ
ー
ム
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向

上
」、「
人
材
育
成
」な
ど
の
多
様
か
つ
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
企
業

の
浮
沈
の
カ
ギ
を
握
る
要
の
存
在
で
す
。

し
か
し
、
経
営
環
境
が
絶
え
ま
な
く
変
化

す
る
中
、
課
題
ご
と
に
ゼ
ロ
か
ら
理
論
や

手
法
を
学
び
始
め
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は

対
応
が
遅
れ
、
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
で

し
ょ
う
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
成
果
（
＝
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
）を
出
し
続
け
る
た
め
に
は
、

知
識
・
理
論
の
習
得
（
＝
イ
ン
プ
ッ
ト
）

が
不
可
欠
で
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
ャ
ー
検
定
試
験
は
、

管
理
職
（
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）が
身
に
つ
け
て

お
く
べ
き
知
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
客

観
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昇
進
や

転
職
に
あ
た
り
、
ご
自
身
の
武
器
の
ひ
と

つ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

産
業
人
材
支
援
課

�

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
４

▽
全
国
の
青
年
部
会
員

　
　
静
岡
県
沼
津
市
に
集
結

　

青
年
部
（
長
谷
川
明
会
長
）は
、
２
月

21
、
22
の
両
日
、
日
本
商
工
会
議
所
青
年

部
「
第
39
回
全
国
大
会
ふ
じ
の
く
に
静
岡

ぬ
ま
づ
大
会
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
所
青
年
部
か
ら
は
21
名
が
参
加
。
沼

津
駅
前
の
大
型
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

「
プ
ラ
ザ
ヴ
ェ
ル
デ
」で

開
催
さ
れ
た
記
念
式
典
や

大
懇
親
会
に
、
各
地
の
青

年
部
員
や
来
賓
な
ど
、
計

７
０
０
０
名
を
超
え
る
関

係
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
焼
津
市
の
深
海

生
物
や
三
島
市
の
う
な
ぎ

な
ど
、「
ご
当
地
食
材
」を

堪
能
し
な
が
ら
観
光
資
源

で
も
あ
る
沼
津
港
を
遊
覧

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
一
連
の
行
事

を
締
め
く
く
る
記
念
事
業

で
は
、
今
年
度
末
で
青
年

部
を
卒
業
す
る
メ
ン
バ
ー

の
「
卒
業
式
」が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は

卒
業
者
の
氏
名
や
写
真

入
り
「
の
ぼ
り
旗
」が
多

数
掲
げ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
に
対
す
る
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も

に
、
後
輩
か
ら
の
感
謝
の
意
が
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
は
年
に
一
度
、
日
本
商
工

会
議
所
に
所
属
す
る
全
国
の
青
年
部
会
員

が
一
堂
に
会
し
、
日
本
商
工
会
議
所
青
年

部
に
よ
る
次
年
度
の
活
動
内
容
の
承
認

や
、
開
催
地
の
特
色
を
活
か
し
た
分
科
会

な
ど
を
開
き
、
会
員
同
士
の
交
流
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
静
岡
県
沼
津
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
レ
ポ
ー
ト

青年部

注目する企業が増えています!
「ビジネス実務法務検定試験」
「ビジネスマネジャー検定試験」

ビジネスマネジャー検定
2020年度実施予定

○受験料　6,600円
※受験料は税込みです

【第11回】
　試験日： 6月27日㈯
　申込登録期間：
　 4月14日㈫～ 5月15日㈮

【第12回】
　試験日：11月 8 日㈰
　申込登録期間：
　 8月25日㈫～ 9月25日㈮

ビジネス実務法務検定
2020年度実施予定

○受験料　 2級　6,600円
　　　　　 3級　4,400円

※受験料は税込みです

【第47回】
　試験日： 6 月21日㈰
　申込登録期間：
　 4月 7日㈫～ 5月 8日㈮

【第48回】
　試験日：12月 6 日㈰
　申込登録期間：
　 9月23日㈬～10月23日㈮

卒業者を囲んで記念撮影
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インターネット活用術

専門家に学ぶ

■�今、人気のウェブミーティン
グツールZoom

　感染症対策の一環として在宅勤務
を取り入れる組織が増えていますね。
在宅勤務にすることで通勤中や職場
での感染リスクを減らすことができ
る上に、通勤時間が無くなって代わり
に介護や子育てにも時間を使えるよ
うになるため、今後ますます普及して
いく働き方になると考えられます。
　在宅勤務者や他の拠点、取引先など
遠隔地同士でお互いの顔を見ながら、
あるいはPCの画面を共有しながらダ
イナミックに打ち合わせが行えるの
がインターネットを使ったビデオ会
議システムです。ビデオ会議システ
ムには今までにも様々なサービスが
ありましたが、現在最も人気が高いの
がウェブミーティングツールZoomと
いうサービスです。弊社でも数年前
から愛用しています。

■�招待を受けるだけならユーザー
登録も不要

　Zoomの大きな特長はその使い勝手
の良さにあります。無料でも最大100
人まで参加可能なウェブミー

ティングを開催でき、 1 対 1 の場合
は時間制限無しで、 3 人以上の場合で
も40分間（再接続も可能）主要な機能
を利用することができます。また、あ
らかじめユーザー登録しておかなくて
も、主催者からメールなどで通知され
る招待URLをクリックするだけで参加
できるのも便利です。さらに小グルー
プごとに分かれて相談できるブレイク
アウトルーム機能やホワイトボード機
能など、無料でも色々な機能を使うこ
とができるので、まずは気軽に試して
みるのが良いでしょう。無料アカウン
ト登録を行ってログインすることで
ミーティングを主催することができる
ようになります。
　さらに有料会員として登録すると、
ミーティングの様子を録画してそのま
まクラウドに保存するといったことま
でできるようになります。また、オプ
ションを申し込むと講師と受講者とい
う形式のオンラインセミナー（ウェビ
ナー）も開催できます。聴講者が手を
上げて質問を行ったり、講師は質問者
を指定したりといった、まさに実際の
セミナーで使いたい機能が盛り込まれ
ています。

■�PC、スマートフォン、タブレット
に対応

　Zoomの動作環境には、Windows、
Mac、Android、iPhone、iPad用のOS
別クライアントアプリ以外にもGoogle 

ChromeやFirefox対応のブラウザ用プ
ラグインがあります。従来からある
SkypeやFaceTimeはあらかじめ登録
した人とのビデオ通話を行うための
ツールなのに対し、Zoomは招待URL
を利用して誰とでもすぐに繋がること
ができ、手軽に大勢が参加可能なのが
一番の特長と言えます。無料で必要十
分な機能を利用できるのも大変便利で
す。ビジネスに限らず、家族やプライ
ベートで使うのもおすすめです。

さがみはらIT協同組合　理事
有限会社コウチヤ代表取締役

藤田  実

代表理事　長　田 　功
相模原市印刷広告協同組合

印刷・広告に関する事はどんなことでもご相談ください
官公需適格組合（平成20・03・18関東第125号）

〒252－0239　神奈川県相模原市中央区中央3－7－5
TEL 042－776－6100　FAX 042－776－5656

iPadの画面。３台の端末を別々に接続し、Macの画
面を共有したところ

iPhoneでは画面をスワイプして右に移動すると会議
中のメンバーが確認できる

iPhoneの画面表示。右上には自分の画像が表示され
ている
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TOPICS

　

多
摩
信
用
金
庫
で
は
、「
課
題
解
決
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
」を
当
金
庫
全
83
店
舗（
出

張
所
含
む
）に
お
い
て
、
地
域
の
中
小
企
業
支
援

機
関
に
よ
る
課
題
解
決
活
動
の
後
方
支
援
、
並

び
に
中
小
企
業
等
の
経
営
課
題
に
応
じ
た
専
門

家
派
遣
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

担
当
者
が
お
客
さ
ま
の
お
話
を
伺
い
、
資
金

面
は
も
ち
ろ
ん
、
市
場
の
動
向
や
貴
社
の
強
み
・

弱
み
、
事
業
課
題
、
戦
略
立
案
な
ど
を
検
討
の

う
え
、
専
門
家
の
派
遣
や
具
体
的

支
援
を
行
い
ま
す
。

■
具
体
的
支
援
内
容

　

１
、
創
業
支
援

　

２
、
成
長
支
援

　

３
、
海
外
展
開
支
援

　

４
、
不
動
産
活
用
支
援

　

５
、
事
業
承
継
支
援

　

６
、
企
業
再
生
支
援

　

７
、
ま
ち
づ
く
り
支
援

■
課
題
解
決
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

　
ご
利
用
方
法

　

お
近
く
の
た
ま
し
ん
、
お
客
さ
ま
担
当
、
ま
た

は
課
題
解
決
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
の

ご
相
談
窓
口
ま
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
・
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
整
理
し
て
、
最

適
な
解
決
方
法
を
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

多
摩
信
用
金
庫　

相
模
原
支
店

�

☎
０
４
２
－
７
５
６
－
７
１
１
１

　

多
摩
信
用
金
庫　

橋
本
支
店

�

☎
０
４
２
－
７
５
６
－
７
７
２
１

　

課
題
解
決
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

�

☎
０
４
２
－
５
２
６
－
８
９
９
９

今
☆
知
っ
て
お
き
た
い

�

マ
ネ
ー
学

■�プラの工場内リサイクル実現、海外から
注目� ㈱日本油機
　日本油機（中央区東淵野辺）が製造販売
するプラスチックの工場内リサイクル装置
「SRルーダー・バンビ」が海外で注目されて
いる。同装置はプラスチック成形で発生す
る廃材や余剰材を、工場内でそのまま再生
原料（再生ペレット）にできるものだ。材料
コストが抑えられるだけでなく、環境問題
の解決に向けた機運が世界的に高まってい
る中で、中国や東南アジアで導入企業が増
加。毎月 4 台以上のペースで新規受注が舞
い込んでいるという。
　同装置でリサイクルした再生ペレットは、
バージンペレットと同等の性能という。プ
ラスチック成形では余剰材（スプル・ラン

ン素材にするこ
とで、長年使用
しても弾力性が
劣化しない特徴
を実現した。今
後は用途開拓を
進めていく。
　クッション素
材として普及し
ているウレタン
フォームなどと
比べ、抗菌性や防カビ性も優れており、水
洗いが可能。好きな形状や硬さにも加工で
きる。もともと、福島県の素材開発ベン
チャー企業が生み出したものを、リガルジョ
イントで販売することとなった。価格は厚
さ10ミリ× １メートルで １ 万円（税別）から。
　用途としては、インテリアのクッション
やマットレス、医療・介護関係、緩衝材な
ど幅広く見込んでいる。デザインソファー
として、カバーを付けずにそのまま使用す
ることもできるという。稲場純社長は「さま
ざまな分野で活用できるはずです」としてお
り、積極的に売り込んでいきたい考えだ。
� （以上、かながわ経済新聞提供）

ナ）が必ず発生する。従来は再利用されずに
破棄されていたが、同装置では100％リサイ
クルを実現する。
　まず余剰材を破砕して同装置に投入。そ
の後、装置のスクリューシリンダーで、材
料として劣化しないよう低温で溶融する。
そして水槽内で冷却、最終的にカットして
再生ペレットにする。ペレットはプラスチッ
ク原料としてそのまま使える。サイズも任
意で調整可能だ。
　現在、処理量に応じて ３ タイプを用意。
いずれもコンパクトながらも、大型タイプだ
と １ 時間で30キロが製造できる。価格550
万円から（小型タイプ）。「最近では中国から
の注文が増えています。環境意識の高まり
もありますが、プラスチックの材料が足りず、
工場内で再利用したいと考えているようで
す」と髙橋仁人・営業課課長は話している。

■弾力性が継続する多機能クッション
� ㈱リガルジョイント
　流体制御機器や環境機器などを製造する
リガルジョイント（南区大野台）は、新素材
「多機能クッション」の販売を始めた。ポリ
プロピレン（PP）やポリエチレン（PE）を太
さ １ ミリ以下の糸状にしたものをクッショ

相模原産業ニュース 4月号

★御社のニュースリリース、
　情報をお寄せください★　

　「こんな新製品を出した」「新事業、新サービスを展開
する」などなど、広報したい情報をお寄せください。
� soumu@sagamihara-cci.or.jp

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
各
種
業
種
団
体
が
組

織
活
性
化
や
組
合
員
等
の
資
質
向
上
を
図
る
た

め
に
行
う
事
業（
講
習
会
・
講
演
会
・
研
究
会
・

視
察
等
）に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る

支
援
制
度
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
振

興
課　

業
種
団
体
助
成
金
担
当
（
☎
０
４
２
－

７
５
３
－
８
１
３
６
）ま
で
。

助
成
金
制
度
の
概
要

【
対
象
団
体
】

▽�

中
小
企
業
者
が
市
内
（
旧
相
模
原
市
地
域
）

に
組
織
し
た
協
同
組
合
等
で
あ
る
こ
と
（
商

店
街
を
除
く
、
当
所
会
員
ま
た
は
組
合
所
属

事
業
所
の
50
％
以
上
が
当
所
会
員
が
条
件
）

▽�

産
業
振
興
を
目
的
に
組
織
し
た
団
体
で
、
そ

の
構
成
員
が
同
一
業
種
を
営
ん
で
い
る
も
の
。

【
対
象
事
業
】

　

講
習
会
、
講
演
会
、
研
究
会
、
視
察
、
販
売

促
進
事
業
等
。

【
対
象
経
費
】

　

講
師
謝
金
、会
場
使
用
料
、資
料
費
、広
報
費
、

関
連
事
務
経
費
（
通
信
費
、
交
通
費
、
印
刷
製

本
費
、
消
耗
品
費
等
）。

※�
対
象
経
費
の
２
分
の
１
が
助
成
の
上
限
と
な

り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　

所
定
の
申
請
書
（
当
所
に
て
用
意
）を
事
業

実
施
15
日
前
ま
で
に
提
出
。最
終
申
込
期
限
は
、

令
和
３
年
３
月
５
日（
金
）。

　

制
度
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
し
込
み

時
に
お
渡
し
す
る｢

業
種
団
体
活
性
化
支
援
事

業
助
成
金
交
付
要
領｣

に
て
ご
案
内
致
し
ま
す
。

業
種
団
体
活
性
化

助
成
金
の
ご
案
内

組 合 の
皆さま！
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INFORMATION

2 0 2 0年4月から「改正健康増進法」全面施行 

「屋内」は原則禁煙です 

 
 

対象施設：飲食店、事務所、工場、ホテル・旅館（ホテル・旅館の客室は法律適用外）等 
例外：基準を満たした喫煙専用室等の設置が 
   できます。また、小規模な飲食店は 
   経過措置（飲食と喫煙可）が認められ 
   ていますが、届出が必要です。 

飲食店   事務所   工場    ホテル ※2020年4月1日以降に営業を開始する飲食店は 
 経過措置の適用を受けられません 

受動喫煙による健康への影響が大きい20歳未満の人（従業員を含む）を 
喫煙できる場所に立ち入らせることはできません。 
 ※注：営業時間内外に限らず立入禁止です！また、清掃のためでも立入禁止です。 

喫煙できる場所には20歳未満立入禁止 

標識の掲示が義務化 

（標識例） 

店舗や施設、喫煙場所の入口には、「禁煙」や「喫煙専用室あり」などの標識の掲示が 
義務付けられます。 

標識の入手方法：各種標識は、相模原市ホームページ 
        からダウンロードが可能です。 

＜禁煙の場合＞ 
神奈川県公共的施設における受動喫煙
防止条例に基づき掲示してください。 

＜喫煙室を設置した場合＞ 
喫煙室の出入口と施設の主な出入口付近の
見やすい場所に標識を掲示してください。 

 相模原市 受動喫煙 標識 

詳しくは、市ホームページを確認いただくか、下記担当までお問い合わせください。 

相模原市保健所 健康増進課 受動喫煙対策担当 ☎０４２－７６９－８０５５ 

受動喫煙防止対策はお済ですか？ 

全国健康保険協会（協会けんぽ）神奈川支部の健康保険料率は、令和 2 年 3 月
分（ ４ 月納付分）より従前の9.91％から９.９3％に引き上げとなります。なお、介
護保険料率は、令和 2 年 3 月分（ 4 月納付分）より従前の１.73％から１.79％に引
き上げとなります。
加入者・事業主の皆さまには、何卒ご理解をいただきますよう、よろしくお願
いいたします。
〈本件に関するお問い合わせ先〉
　全国健康保険協会（協会けんぽ）神奈川支部企画総務グループ
　〒２４０-８５１５	 横浜市保土ヶ谷区神戸町１３４
　	 横浜ビジネスパーク・イーストタワー２階
	 TEL：０４５-３３９-５５３３（代表）

協会けんぽ神奈川支部の加入者・事業主の皆さまへ
協会けんぽ神奈川支部の令和2年度の
健康保険料率は9.93％へ引き上げ、
介護保険料率は1.79％へ引き上げ
となります。
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会員 PRコーナー

安心・安全なものづくりをサポートします！

無料体験授業随時受付中

一般財団法人日本品質保証機構
【計量計測センター営業課】
事業内容：計測器の校正、形状測定サービス、計測セミナー等 
TEL：042–679–0144　　E-Mail：jtp-calib-cstm@jqa.jp

【安全電磁センター営業課】
事業内容：製品の試験・認証、海外認証申請代行、電磁環境試験等
TEL：042–679–0246　　E-Mail：jtp-safety-cstm@jqa.jp  

〒192-0364　東京都八王子市南大沢4–4–4
URL：https://www.jqa.jp/ 

■ISO/IEC 17025 の要
求事項を満たす国内
最大級の校正品目・
認定範囲

（JCSS、A2LA）
■国内・海外メーカー

問いません
■出張校正可能
■各種計測セミナー
（出前可）

■電気・電子製品や医
療機器に対する、国
内外の規格・基準に
基づく試験・認証

■車載機器に関わる各
国認証取得、試験対
応をトータルサポート

■2021年 車載製品試験
用暗室増設予定

計測器の校正・特定計量器の検定 電気製品・医療機器の認証・試験

創立63年　私たちは公正・中立な
国内最大級の第三者認証機関です

人材不足でお悩み、外国人の雇用を考えているが不安がある
そのお悩みを当社が解決のお手伝いを致します。

人材に関わるご提案をワンストップで提案できるのが当社の強みです無料体験授業随時受付中
弊社は一つの会社内で人材派遣・人材紹介・紹介予定派遣・
業務請負・通訳・翻訳・求人サイト（ドットジョブ）の運営・
特定技能１号の支援（登録支援機関）などの業務をワンス
トップで対応しております。派遣スタッフには外国人の方も
採用し様々な業種で活躍して貰っています。当社内でも外
国人の方を雇用しており、外国人への支援の経験が豊富な
ところが当社の強みです。是非とも人材に関わることなら
弊社に一度ご相談ください。

キャリアネクスト株式会社
〒252-0242
相模原市中央区横山２丁目–１６–４ 西野ビル２B
TEL&FAX：０４２–７０４–８１６２
URL: https://careernext.jp/
E-mail：info@careernext.jp

（左）クイさん（ベトナム人）
（右）チャビさん（ネパール人）

求人サイト（ドットジョブ）
https://dotjob.jp/

ワンストップでの
人材サービス対応

■労働者派遣事業許可：派14-303021　　■有料職業紹介事業許可：14-ユ-301451
■登録支援機関登録番号：20登-004025

One-Stop
Service

人材派遣

紹介予定
派遣

職業紹介
採用代行
＋

サポートサービス

業務請負
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会員 PRコーナー

「そうだ絵を使おう！」と思ったら

はやりの萌えキャラゆるキャラ、
ちょっとしたカットから長編マンガまで

無料体験授業随時受付中

株式会社GB-Planning
事業内容：イラスト、マンガ、商品企画、デザイン等
〒252-0205　 相模原市中央区小山1–2–5 CW 2F
TEL：042–865–1546　　E-mail：info@gb-p.co.jp
URL：http://gb-p.co.jp

自社キャラクターを作りたい、社史や自伝、高度な技術などを
マンガでわかりやすく紹介したい、提案にわかりやすくイラスト
を添えたい等々・・・絵を使ったアプローチはアイデアしだい。
「ちょっとここに絵が欲しい」と思ったら当社にご相談ください！
大手玩具メーカーのゲームグラフィック、パッケージイラスト、
週刊、月刊マンガ誌連載経験を持つ漫画家など内外のプロたちが
貴社のニーズにお応えします。

格安レンタカーを利用して経費節減！！

月に数回しか使わないなら
レンタカーにしませんか？無料体験授業随時受付中

株式会社相模レンタカー
事業内容：レンタカー、中古車・廃車買取
〒252-0236　相模原市中央区富士見2–1–41–1F
TEL：042–855–6688　　FAX：042–813–6851
E-mail：c-smile@jcom.home.ne.jp
URL：http://sagami-rent.co.jp/

弊社相模レンタカーでは、中古車を使った格安レンタカー
を提供しております。全車ナビ付です。
　軽 自 動 車：3 時間1,650 円～（1日3,410 円）
　軽トラック：3 時間 2,500 円～（1日5,500 円）
他 1ｔ/1.25ｔ/2ｔトラックや幌車のご用意もあります。
もちろん、ワゴン車のご用意もありますので、詳しくは、ホー
ムページをご覧ください。
4 月より平日限定の Bクラス（法人申込限定）軽自動車（ナ
ビ無）1日2,200 円もレンタル開始！！
相模原商工会会員の方であれば、Mクラス以上はいつ
でもレンタル料 1 割引きでご利用いただけます。
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当
協
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
、
資
金
繰
り
等
に
影
響
を

受
け
て
い
る
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

▼
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
最
近
１
か
月
の
売
上
高
が
前
年
同
月

の
売
上
高
に
比
べ
て
20
％
以
上
減
少
し
て

お
り
、
か
つ
、
そ
の
後
２
か
月
を
含
む
３

か
月
の
売
上
高
が
前
年
同
期
に
比
し
て

20
％
以
上
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
る
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
の

認
定
を
事
業
所
所
在
市
町
村
か
ら
受
け
た

中
小
企
業
者 

等
。

▼�

保
証
期
間
は
運
転
資
金
10
年
・
設
備
資

金
15
年

▼
融
資
利
率
は
固
定

▼�

ご
利
用
に
は
市
町
村
長
の
認
定（
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
）が
必
要

　

詳
し
く
は
、
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
相
模
原
支
店
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

相
模
原
支
店

	

☎
０
４
２
－
７
５
２
－
０
５
７
５

	
https://www.cgc-kanagawa.or.jp

※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

2020年2月28日現在　会員数 4,615件
（2020年2月1日～2月28日）新入会員紹介

部　会 事 業 所 名 代表者名 住　　所 電話番号 事業内容
商 業 ㈱　東 　 海 　 ゴ 　 ル 　 フ 崔　　　盛 中央区相模原5-2-16-304号室 042-738-7889 ゴルフ商品の開発、販売

商 業 ＰＯＬＡエステ・イン　宮下店 木下　豊子 中央区宮下本町1-4-5 042-707-9557 化粧品販売・エステ

工 業 ㈲　押 　 切 　 製 　 作 　 所 秋本　　誠 緑区下九沢2968-8 042-760-1381 SPCC/SECC/SUS/ALP/CUP、
計測器部品、制御盤部品製造

サービス業 ㈱　Ｋ ’ ｓ 　 ｏ ｆ ｆ ｉ ｃ ｅ 小幡　　堅 南区若松3-27-6 042-711-6092 法人設立・開業資金調達・経費削減・不動産
売却等相談、中小企業経営者へのアドバイス

サービス業 ㈱　ＧＢ－Ｐｌａｎｎｉｎｇ 中村　秀人 中央区小山1-2-5
クロスウィング2F 042-865-1546 イラスト、マンガ制作、デザイン、

デジタルグラフィック制作
サービス業 Ｍ 　 Ｏ 　 Ｖ 　 Ｅ ． 藤﨑　光志 中央区相模原2-12-24-211号室 080-5097-9783 自宅、オフィス、スポーツ現場への出張訪

問を専門としたトレーニングコーチ派遣業
サービス業 社 会 保 険 労 務 士 事 務 所

フ ェ デ ル タ 宇美　喜博 中央区相模原6-22-9
朝日相模原ビル403号室 042-753-1201 労務管理に関する相談・指導等

建 設 業 ㈱　PASHA INTERNATIONAL パサオグラリ
ウ グ ル 南区下溝592-12 042-711-9868 とび工事業

建 設 業 山 﨑 空 調 山﨑　龍也 中央区田名1602-8 080-4662-6975 電気工事、空調設備工事

建 設 業 高 木 工 務 店 高木　幹穂 中央区東淵野辺2-29-1 042-758-5277 リフォーム工事業

建 設 業 ㈲　梅 津 測 量 設 計 事 務 所 梅津　賢一 中央区千代田1-6-12 042-753-0341 測量設計、宅地造成設計、登記業務を
扱う測量士、土地家屋調査士

特 別 会 員 ㈱　ザ　　イ　　プ　　ラ 松本　庸一 埼玉県坂戸市八幡2-1-5
レジデンスアゼリア 049-284-5755 経営コンサルタント

会員募集中
伊藤典範 共済会

イフ

if

1万円の入会金で一生涯保障

0120-42-9039もしも
の時は

安心のネットワーク
全葬連加盟店

深夜でも休日でも、24時間承っております。

伊藤典範 検索
〒252-0344 相模原市南区古淵5-27-1

白雲殿・紫雲殿・コミュニティホール 式場使用料
無　　料

※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

部　会 事 業 所 名 変更事項 変更後 変更前
商 業 グリーンパートナー国際貿易㈱ 所 在 地 中央区相模原3-5-4-102号室 中央区矢部1-2-3-405号室

電話番号 042-707-1194 042-704-9885
Ｆ Ａ Ｘ 042-707-7938 042-704-9886

商 業 ブッシュクラフト㈱ 所 在 地 中央区千代田3-1-9 緑区大山町6-7　橋本大山町ビル3Ｆ
電話番号 042-730-5017 042-775-5818
Ｆ Ａ Ｘ 042-707-4556 042-775-5819

特 別 会 員 ㈱特電　厚木営業所 代 表 者 椎田　英明 石川　嘉昭

会員登録変更のお知らせ

～
夢
と
未
来
に
向
け
て
～

か
な
が
わ
の
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

神
奈
川
県

信
用
保
証
協
会
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峰山霊園 墓石注文受付中相模原
市　営

本社　〒252-0324  神奈川県相模原市南区相武台1-25-7
ホームページアドレス：http://www.kanagawa-sekizai.co.jp

地元だからできる信頼と完全なアフターサービス

　0120-00-1514電話代無料

電話受付時間
午前9時～午後5時・火曜定休

全 優 石 認 定
全国優良石材店

外柵、石塔などの建墓に関する
保証の「保証書」を発行します。

Tel 042-747-5154
霊園総合案内センター

相談内容 日　　時 場所

労務相談
社会保険労務士による相談

4/14㈫
13:00～16:00

本所

受発注相談
産業振興センター相談員に
よる相談

4/22㈬・5/13㈬
13:00～16:00

本所

メンタルヘルス相談
（職場環境対策）
精神保健福祉士による相談

毎月第 2水曜日
13:00～16:00
※ご予約は総務課☎042-753-8131まで

本所

健康相談
従業員数50人未満の事業場

産業医・保健師による『健康相談』を行っており
ます。詳細・ご相談・申込みは相模原地域産業
保健センター☎042-707-4225までお電話くだ
さい。

本所

その他各種相談
※�経営全般、事業承継相談、ＩＴ相談、

経営安定相談等の各種相談も承って
おります。

本所

相談内容 日　　時 場所

法律相談
弁護士による相談

4/17㈮・4/24㈮・5/1㈮・5/8㈮
13:00～16:00

本所

創業・経営革新相談
中小企業診断士による相談

4/23㈭・5/7㈭・5/13㈬
10:00～12:00･13:00～16:00

本所

4/16㈭
10:00～12:00･13:00～16:00

南支所

発明相談
発明協会相談員による相談 日時はお問い合わせください 本所

許認可相談
行政書士による相談

4/17㈮
13:00～16:00

本所

税務・経理相談
税理士による相談

4/13㈪・4/16㈭・5/7㈭・5/11㈪
13:00～16:00
※ご予約は☎042-759-0046まで

本所

～お気軽にご相談ください～
窓口相談のご案内

無
料 ご　予　約

お問い合わせ：本所経営支援課　☎ 042-753-8135

職
員
人
事（
令
和
２
年
４
月
１
日
付
）

【
事
務
局
組
織
の
一
部
改
編
】

　

産
業
人
材
の
確
保
・
支
援
を
強
化
す
る
た

め
、中
小
企
業
振
興
部
共
済
検
定
課
を
廃
止
し
、

あ
ら
た
に
同
部
産
業
人
材
支
援
課
を
設
置
。

【
採
用
】

成
田
彩
乃
（
総
務
課
）

　

　
今
年
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
て
、
地
域
経

済
が
大
き
く
発
展
し
て
い
く
大
事
な
時
期
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
先
を
見
据
え
、
レ
ガ
シ
ー
に
よ
る
地
域
活

性
化
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
相
模
原
市
経
済

の
発
展
の
た
め
、
ま
た
会
員
の
皆
様
の
た
め

に
、
い
ち
早
く
お
役
に
立
て
る
よ
う
日
々
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
異
動
等
】　
敬
称
略

　
布
施
昭
愛　
中
小
企
業
振
興
部
長
（
共
済
検

定
課
参
事
兼
課
長
）
▼
小
泉
久
雄　
産
業
人
材

支
援
課
参
事
兼
課
長
（
経
営
支
援
課
参
事
兼
課

長
）
▼
霜
島
祐
亮　
経
営
支
援
課
長
（
総
務
課

主
幹
・
東
京
商
工
会
議
所
派
遣
）
▼
松
木
雄
一

　
産
業
振
興
課
主
幹
（
経
営
支
援
課
主
幹
）

▼

北
岸
誠
司

　

産
業
人
材
支
援
課
主
幹
（
経

営

支
援
課
主
幹
）
▼
高
井
崇
裕

　

総
務
課
副

主
幹

 

（
同
主
査
）
▼
渡
貫
晴
美

　

経
営
支
援

課
主
査

（
共
済
検
定
課
主
査
）
▼
岩
崎
真
人

　

経
営
支
援

課
主
任
（
産
業
振
興
課
主
事
）
▼

糠
谷
佳
文

　

産
業
振
興
課
主
任
（
同
主
事
）
▼

小
林
裕
貴

　

産
業
振
興
課
主
任
（
同
主
事
）

【訂正】会報 ３ 月号表紙／誤：満開の河津桜【相模原自然の村公園内 桜の広場】
正：満開の河津桜【相模川自然の村公園内 桜の広場】

　

こ
の
度
相
模
原
商
工
会
議
所
に
入
職
い
た
し　

ま
し
た
、
成
田
彩
乃
と
申
し
ま
す
。
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毎
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模
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